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3
月
10
日
に
、「
美
浜
町
花
づ
く
り
講

習
会
」
が
県
園
芸
試
験
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
町
民
の
花
づ

く
り
の
知
識
や
技
術
の
向
上
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
8
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
同
試
験
場
主
任
研
究

員
の
東
英
子
さ
ん
に
よ
る
「
楽
し
い
花

づ
く
り
」
と
題
し
た
講
義
の
ほ
か
、
寄
せ

植
え
の
実
習
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は

楽
し
そ
う
に
学
び
な
が
ら
草
花
を
植
え

て
い
ま
し
た
。

2
月
21
日
に
、「
美
浜
町
は
あ
と
ふ
る
大

学
」が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
あ
と
ふ
る
大
学
は
、
高
齢
者
を
対
象

に
生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
の
場
を
設
け

る
こ
と
を
目
的
に
開
講
さ
れ
て
い
る
講
座

で
す
。

今
年
度
最
終
と
な
る
今
回
は
、
久
々
子

出
身
で
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
総
監
督
の
山
口
良
治
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
本
町
で
の
懐
か
し
い
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
と
の

出
会
い
や
指
導
者
と
し
て
の
経
験
な
ど
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
、「
人
は
感
動
す
る
こ
と

が
大
切
。
こ
れ
か
ら
も
自
身
が
感
じ
た
熱

き
感
動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ハートフル大使･山口良治さんの人生講話

美浜町はあとふる大学美浜町はあとふる大学

第8回 美浜町
　　　花づくり講習会

春を目前に花づくりを学ぶ
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室内楽の愉しみ

3
月
13
日
に
、
美
浜
南
小
学
校
で
、
6

年
生
に
よ
る
卒
業
記
念
の
花
壇
作
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

制
作
に
は
、
久
々
子
出
身
の
川
藤
幸
三

さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
児
童
た
ち
と
一
緒

に
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
の
花
苗
や
ヤ
マ
モ
モ

の
木
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

川藤先輩と花壇作り
美浜南小学校卒業記念制作美浜南小学校卒業記念制作

川
藤
さ
ん
は
、
児
童
た
ち
に
「
み
ん
な

の
力
が
１
つ
に
な
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で

も
で
き
る
。
こ
の
花
壇
は
み
ん
な
の
心

が
１
つ
に
な
っ
た
証
。
こ
れ
か
ら
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
花
壇
を
思
い

出
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

3
月
11
日
に
、
町
職
員
組
合
主

催
の
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト「
室
内
楽
の
愉
し
み
」

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
組
合

が
町
職
員
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
プ
ロ
演
奏
家

の
生
の
音
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な

ど
の
弦
楽
器
や
フ
ル
ー
ト
、
ハ
ー

プ
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
つ
い
て
の
解
説

も
あ
り
、
集
ま
っ
た
約
２
０
０
人

の
観
衆
は
、
間
近
で
聴
く
室
内
楽

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

室内楽の愉しみ

町のみんなが共に楽しむ
　　　アンサンブルコンサート



新
着
案
内

町立図書館　☎３２－００８３  E-mail : tosyokan@town.fukui-mihama.lg.jp
　　　　　　開館時間　午前9時～午後5時（水曜日：午前9時～午後7時） 

図書館
だより
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大
道
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達
千
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山
田
詠
美

佐
藤
正
午

熊
谷
達
也

青
野　

聰

関
名
ひ
ろ
し

五
條　

瑛

森
村
誠
一

柴
田
よ
し
き

栗
本　

薫

西
村
京
太
郎

伊
坂
幸
太
郎

澤
田
ふ
じ
子

佐
藤
雅
美

古
田
十
駕

藤
沢
周
平

平
安
寿
子

北　

重
人

ひ
と
り
日
和

図
書
準
備
室

夢
を
与
え
る

ク
ジ
ラ
の
彼

ラ
ス
ト
・
イ
ニ
ン
グ

か
げ
ろ
う

蝶
か
蛾
か

見
憶
え
の
あ
る
場
所

戦
場
の
ニ
ー
ナ

無
銭
優
雅

５氷
結
の
森

海
亀
に
乗
っ
た
闘
牛
師

窓
口
職
員
奮
闘
記 

苦
情
こ
そ
我
が
人
生

赤
い
羊
は
肉
を
喰
う

喪
失

所
轄
刑
事
・
麻
生
龍
太
郎

逃
げ
出
し
た
死
体

若
狭
・
城
崎
殺
人
ル
ー
ト

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ー
リ
ー

世
間
の
辻

向
井
帯
刀
の
発
心

こ
ぼ
れ
放
哉

橋
も
の
が
た
り

あ
な
た
が
パ
ラ
ダ
イ
ス

白
疾
風

－ 20 －

おすすめの本

4月の休館日 2日(月)・9日(月)・15日(日)・16日(月)・23日(月)・30日(月)

サークルさん こんにちは！サークルさん こんにちは！

今回は、きさらぎ読書会の例会に参加しました。

きさらぎ読書会さんからの

「サンダカンまで 
　　　わたしの生きた道」
　山崎 朋子：著　朝日新聞社
　他者の評伝を書くことを生業とし
ている著者自身の波乱に飛んだ人生
を描いた作品。　
　読み手を感動の渦の中へ引きこ
み、力強い筆致は心を揺さぶります。

＊きさらぎ読書会さんの
魅力について尋ねました。

●年齢層が比較的近くて、話が合うの 
  がよいところです。
●みんなで同じ本を読むので、好き嫌 
  いなく色々な作家の本に出会うこと 
  ができます。
●本の話だけじゃなくて、介護や政治、 
  世界情勢までどんな話題でも楽しく  
  毎回盛り上がっています。

第4回 「きさらぎ読書会」さん 第4回 「きさらぎ読書会」さん 

　きさらぎ読書会（会長：田辺初穂さん）は昭和55年2月に活動を開
始し、現在の会員数は10人です。
　毎月1回、会員の皆さんが図書館の別棟にあるおはなしひろばに集
まって、読んできた本について批評や感想などの意見交換をしています。
　また、会員の中には、図書館の新着案内をチェックして、広報紙が
発行されるとすぐに予約を入れられる方もいらっしゃいます。本の予
約やリクエストが多く、上手に図書館を利用されている方が多いのも
この会の特徴です。
　今回は、「ああ言えばこう食う(阿川佐和子･檀ふみ:著)」につい
て、感想を述べ合いました。
　「テレビに出演している姿から受ける2人のイメージとはかけ離れ
ている部分もあって驚いた」など、本から感じたことを皆さんで活発
に発言されていました。

「ああ言えばこう食う」
　阿川 佐和子･壇 ふみ：著　集英社
　二人の才女がくりひろげる、辛辣
でユーモア溢れる往復書簡形式エッ
セイの数々。
「食」をテーマに始まった往復エッ
セイはどんどん脱線し、人生の森羅
万象を抱腹絶倒の喜劇に変えます。



そ
の
他

な
か
や
わ
か
さ

さ
だ
ま
さ
し

林
真
理
子

曽
野
綾
子

遠
藤
周
作

酒
井
順
子

山
本
一
力
ほ
か

内
館
牧
子

筑
紫
磐
井

魔
法
の
ｉ
ら
ん
ど

小
島
祥
一

内
田　

樹

小
川
有
里

棚
瀬
一
代

佐
々
木
ル
リ
子
ほ
か

る
る
ぶ

福
田　

遵

宗
像
伸
子

田
中
葉
子
ほ
か

三
好
基
晴

海
老
名
香
葉
子

竹
中
恭
子

上
村　

遙

バ
ウ
ン
ド

安
野
光
雅

そ
の
ま
ん
ま
東
（
東
国
原
英
夫
）

親
孝
行
し
ま
し
た
よ
ね

も
う
愛
の
唄
な
ん
て
詠
え
な
い

私
の
ス
フ
レ

貧
困
の
光
景

ら
く
ら
く
人
間
学

駆
け
込
み
、セ
ー
フ
？

僕
ら
が
惚
れ
た
時
代
小
説

女
は
な
ぜ
土
俵
に
あ
が
れ
な
い
の
か

標
語
誕
生
！
大
衆
を
動
か
す
力

ケ
ー
タ
イ
小
説
家
に
な
る
魔
法
の
方
法

な
ぜ
日
本
の
政
治
経
済
は
混
迷
す
る
の
か

下
流
志
向

定
年
オ
ヤ
ジ
の
し
つ
け
方

離
婚
と
子
ど
も

福
招
き
手
帖

近
代
土
木
遺
産
ウ
ォ
ー
ク　

関
西

電
設
技
術
者
に
な
ろ
う
！

い
つ
も
の
食
事
と
一
緒
に
つ
く
る
お
年
寄
り
レ
シ
ピ

そ
れ
で
も「
好
き
な
も
の
だ
け
」食
べ
さ
せ
ま
す
か
？

ウ
ソ
が
９
割
健
康
Ｔ
Ｖ

昭
和
暮
ら
し
の
知
恵
袋

お
っ
ぱ
い
と
ご
は
ん

菊
つ
く
り

は
じ
め
て
の
お
花
屋
さ
ん

風
景
画
を
描
く

ど
ん
底
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日　時：4月28日(土) 午後2 時～3時
場　所：町立図書館2階学習室
参加費：無料　　定　員：50人
申込方法：電話または図書館窓口へ4月25日(水)
　　　　　までにお申し込みください。

毎年、子どもたちが大笑いしている楽しい人形劇です。
今年はどんなお話かな？お楽しみに！

図書館バッグ貸出します！
　本の貸出しの際にご利用
いただくことができる、貸
出しバッグを30枚ご用意し
ました。美

ミー

ちゃんと浜さん
がトレードマークの濃紺の
バッグです。
 「としょかん」の文字の
刺繍は町内のボランティア
の方にご協力いただきまし
た。ありがとうございまし
た。
　ご利用希望の方は窓口でお知らせください。

人形劇がやってくる！
劇団「風工場」

活動期間：平成19年4月～平成20年3月
主な活動場所：町立図書館　
主な活動日：土曜日(毎月1～2回)･
　　　　　　夏休み･冬休み(それぞれ約2回)
参加資格：本やおはなしが大好きな町内の
　　　　　小学5 ･6 年生
定　員：20人
主な活動内容：図書館の季節の装飾・昔話おはな
　　　　　　　し会への参加・夏休み窓口体験・
　　　　　　　図書館クリスマス会補助など
申込方法：図書館の窓口またはお電話でお申し込
　　　　　みください。　
申込締切：4月20日（金）
第1回ミーちゃんクラブ：4月21日(土)　
　　　　　　　　　　　 午前10時に図書館集合

　2月24日(土)に実施し
た「おはなしのじかん お
楽しみクッキング～ヘン
ゼルとグレーテルのお菓
子の家～」に50 人の参加
をいただきました。
　最初にヘンゼルとグ
レーテルの紙芝居を見
て、その後、お菓子の家
を作りました。

　子どもたちはとても楽しそうに
個性豊かなお菓子の家を作り、
出来上がった作品を美味しそう
に味わっていました。中には、
出来上がったお菓子の家を食べ
てしまうのがもったいないと、
持ち帰る子もいました。

おいしくて楽しかったよ！
おはなしクッキング
～ヘンゼルとグレーテルのお菓子の家～
おはなしクッキング
～ヘンゼルとグレーテルのお菓子の家～

ミーちゃんクラブだより
（こども図書館クラブ）
会員募集！

平成19年度に活躍してくれる
ミーちゃんクラブの会員を募集します！



○
日
時 

19
日 

（
木
）午
前
10
時
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

   

対
象 

0
〜
3
歳
児
と
そ
の
保
護
者

   

内
容 

こ
い
の
ぼ
り
作
り

天
気
が
よ
け
れ
ば
、外
で
こ
い

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
ま
し
ょ
う
！

〔
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
方
へ
〕

☆
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

4月
の

☆
離
乳
食
講
習
会

☆
母
親
学
級

〔
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
へ
〕

○
日
時 

18
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

調
理
室

　

内
容 

離
乳
食
の
す
す
め
方
に
つ
い

て
の
話
や
離
乳
食
の
試
食
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話

な
ど
で
す
。

○
日
時 

25
日 

（
水
）午
後
1
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

　

内
容 

妊
娠
期
の
食
事
の
お
話
＆
試

食
や
、母
乳
の
お
話
な
ど
出

産
や
子
育
て
に
つ
い
て
皆
さ

ん
で
楽
し
く
お
話
し
ま
し
ょ

う
。
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手
軽
に
検
診
！ 

健
康
生
活
！

手
軽
に
検
診
！ 

健
康
生
活
！

あ
た
た
か
い
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
季
節
と
と
も

に
、
新
し
い
生
活
を
始

め
た
人
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
人
も
た

く
さ
ん
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
は
あ
と
ぴ
あ

で
も
、
４
月
か
ら
今
年

度
の
各
種
検
診
が
始

ま
り
ま
す
。

町
で
は
、
夕
方
検
診
や
休
日
検
診
を
取
り

入
れ
、
皆
さ
ん
に
手
軽
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
検
診
方
法
や
検
診
内
容
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
を

元
気
に
楽
し
く
過
ご
す

た
め
に
も
、
ま
ず
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
自
分

の
体
が
ど
の
よ
う
な
状

態
に
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
新
し
い
第
一
歩

に
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
19
年
度
の
検
診

こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た
！

美浜町保健福祉センター はあとぴあ

美浜町郷市25－20
☎32－3111  FAX32－3112

E-mail : haatopia@town.fukui-mihama.lg.jp
開館時間 午前9時～午後10時　月曜日休館

◎
各
種
検
診
受
診
希
望
調
査
票

　

よ
り
多
く
の
方
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
、
検
診

受
診
日
の
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

郵
送
で
、各
世
帯（
40
歳
以
上
の
男
性
、

20
歳
以
上
の
女
性
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
世

帯
）
に
調
査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
ず

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
検
診
日

が
近
づ
い
た
ら
問
診
表
等
を
送
付
し
ま

す
。

◎
夕
方
検
診

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
日
中
の
検
診

が
受
診
し
づ
ら
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

仕
事
帰
り
に
手
軽
に
検
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
！

〈
１
回
目
〉

●
日
時　

6
月
6
日(

水)

　
　
　

午
後
4
時
30
分
〜
6
時
30
分

(

受
付
時
間)

●
場
所　

は
あ
と
ぴ
あ

〈
２
回
目
〉

●
日
時　

10
月
18
日(

木)

　
　
　
　

午
後
4
時
30
分
〜
6
時
30
分

(

受
付
時
間)

●
場
所　

は
あ
と
ぴ
あ

☆
今
年
度
も
町
の
検
診
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
急
法
、
水

上
安
全
法
、
雪
上
安
全
法
の
一
般
講
習

を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
に
共
通

す
る
基
礎
的
な
部
分(

観
察
、
安
静
、

心
肺
蘇
生
法)

に
A
E
D
を
用
い
た

除
細
動
と
気
道
異
物
除
去
を
加
え
た
1

次
救
命
処
置
を
内
容
と
す
る
4
時
間
の

救
急
法
基
礎
講
習
を
創
設
し
、
救
急
法

救
急
員
、
水
上
安
全
法
救
助
員
及
び
雪

上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
の
基
礎
講

習
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
4
時
間
の
救
急
法
基
礎
講

習
後
、
検
定
合
格
者
は
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習(

12
時
間)

・
水
上
安
全
法

救
助
員
養
成
講
習(

14
時
間)

・
雪
上

安
全
法
救
助
員
養
成
講
習(

14
時
間)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
や
家

庭
看
護
法
介
助
員
養
成
講
習
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
で
は
、
学
び
た
い

内
容
の
み
の
短
期
講
習
も
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
の
美
浜
町
に
お
け
る
日

本
赤
十
字
社
救
急
法
等
の
講
習
会
日
程

に
つ
い
て
は
、
決
定
し
ま
し
た
ら
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

は
あ
と
ぴ
あ　

☎
32
‐
３
１
１
１

町
の
が
ん
検
診

　

町
で
は
、生
活
習
慣
病
予
防
健
診(

基

本
健
診)

と
一
緒
に
各
種
が
ん
検
診
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
は
重
要
で
す
。
定

期
的
に
検
診
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
喀
痰
検
査
も
必
要
に
応
じ

て
行
い
ま
す
。

〈
料
金
〉
２
０
０
円

※
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
と
同
時
検
診

　

胃
が
ん
検
診

　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
、
胃
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

検
査
の
当
日
は
、
食
事
を
取
ら
ず
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
料
金
〉
９
０
０
円

　

大
腸
が
ん
検
診

　

容
器
に
2
日
分
の
便
を
と
り
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
便
潜
血
反
応
を
み
ま
す
。

容
器
は
事
前
に
郵
送
し
ま
す
。

〈
料
金
〉
５
０
０
円

※
胃
が
ん
検
診
と
同
時
検
診

　

乳
が
ん
検
診　
（
2
年
に
1
回
）

　
（
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

　

子
宮
が
ん
検
診　
（
2
年
に
1
回
）

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
を
綿
棒
な
ど
で
こ

す
り
と
っ
て
調
べ
ま
す
。

〈
料
金
〉
６
０
０
円
〈
対
象
〉
20
歳
以
上

●
個
別
検
診

　

希
望
さ
れ
る
日
に
、
町
の
指
定
医
療

機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
期
間
〉
5
月
〜
平
成
20
年
2
月
ま
で

〈
検
診
内
容
〉

・
頸
部
検
診
（
20
歳
以
上
対
象
）　

　
　
　
　
　
〈
料
金
〉
１
，
７
０
０
円

・
頸
部
＋
体
部
検
診
（
40
歳
以
上
対
象
）

　
　
　
　
　
〈
料
金
〉
２
，
５
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん
検
査
（
男
性
の
み
）

　

血
液
検
査
に
よ
り
行
い
ま
す
。

〈
料
金
〉
６
０
０
円
〈
対
象
〉
50 

歳
以
上

※
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
血
液
検
査

の
際
、
採
血
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
等
の

講
習
が
変
わ
り
ま
す
！

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
等
の

講
習
が
変
わ
り
ま
す
！

　

休
日
の
検
診
で
す
の
で
、
平
日
に

は
な
か
な
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
に
は
最
適
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
に
い
く
つ
か
の
検
診

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
検

診
を
ま
と
め
て
受
け
た
い
方
に
も
お

す
す
め
で
す
。

●
日
時 

4
月
22
日(

日)

午
前
9
時
〜

●
会
場 

は
あ
と
ぴ
あ

●
内
容

 

・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

 

・
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
検
査

 

・
前
立
腺
が
ん
検
査

 

・
肺
が
ん･

結
核
検
診  

・
喀
痰
検
査

 

・
胃
が
ん
検
診　

・
大
腸
が
ん
検
診

 

・
乳
が
ん
検
診　

・
子
宮
が
ん
検
診

 

・
骨
密
度
測
定(

無
料)

 

・
歯
科
健
診(

無
料)

●
申
込
方
法

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
受
け
付
け
ま
し

た
が
、
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
も

受
診
で
き
ま
す
。

※
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
骨
密

度
測
定
、
歯
科
健
診
は
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
は
あ
と
ぴ
あ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

春
の
総
合
検
診

　

乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
と
併
せ
て
、

乳
房
に
し
こ
り
な
ど
が
な
い
か
を
視
診

や
触
診
で
医
師
が
診
察
し
ま
す
。

〈
料
金
〉
１
，
３
０
０
円
〈
対
象
〉
40
歳
以
上

▲

女
性
の
検
診



町
誌
よ
も
や
ま
話
（88） 

わ
か
さ
美
浜
町
誌

   

「
記
す
･
遺
す
」
発
刊

文
芸
欄
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俳　

句 　

題　

「
早 

春
」

凍
て
牛
舎
売
ら
れ
行
く
牛
声
一
つ

山
口　

權
一　
　

（
太　

田
）

芯
と
が
る
鉛
筆
並
べ
冴
返
る

田
辺　

美
枝
子　

（
大　

薮
）

シ
ク
ラ
メ
ン
女
の
集
ひ
賑
や
か
し

福
嶌　

恭
子　
　

（
郷　

市
）

早
春
賦
思
ひ
出
さ
せ
て
寒
戻
る

山
田　

世
志
男　

（
佐　

柿
）

春
一
番
背
な
を
押
さ
れ
て
乗
る
列
車

楠　

充
代　
　

（
佐　

田
）

来
た
る
五
月
、「
わ
か
さ
美
浜
町
誌
」

の
新
刊
『
記し
る

す
・
遺の
こ

す
』（
生
活
文
化
Ⅱ
）

の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
巻
は
、
古

文
書
な
ど
町
内
に
遺
さ
れ
た
文
献
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
が
「
生
活
文
化
」
と
な
っ
て

い
る
の
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
既
刊

の
『
著
あ
ら
わ

す
・
伝
え
る
』
で
は
、
軍ぐ
ん
き
も
の

記
物
や

短
歌
・
俳
句
な
ど
の
文
学
作
品
が
中
心

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
記
す･

遺
す
』

で
は
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の
中
で
必
要

に
応
じ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
、
年
貢
や
訴

訟
、
お
触ふ

れ
な
ど
の
覚
お
ぼ
え
が
き書
や
日
記
を
取
り

上
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
は
本
文
の
他
に
、
町
が
収
集
し
た

一
万
点
以
上
の
史
料
の
目
録
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
は
集
落
ご
と
に

分
け
て
年
代
順
に
並
べ
て
あ
り
ま
す
。

所
有
者
も
異
な
り
、
内
容
も
雑
多
で
す

が
、
順
に
ゆ
っ
く
り
と
追
っ
て
い
く
と
、

「
毎
年
、
年ね
ん
ぐ貢
の
書
類
が
き
ち
ん
と
残
っ

て
い
る
な
」「
昔
か
ら
こ
の
季
節
に
能の
う

が

上
演
さ
れ
て
い
た
ん
だ
な
」
な
ど
と
気
づ

き
、
そ
の
区
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

本
文
で
は
、
中
世
か
ら
戦
後
ま
で
幅
広

く
、
約
七
十
点
の
文
書
を
活
字
化
し
て
解

説
し
て
い
ま
す
。
原
本
の
写
真
と
活
字

が
並
ん
で
い
る
の
で
、
古
文
書
の
解
読
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
く
の
も
よ
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
で
は
取
り
上
げ
た
古
文
書
の
中

か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
竹
波
の
範
囲
を
示
し
た
文
書
。

一
二
三
九
年
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
す
。

竹
波
は
「
竹
浪
」
と
書
か
れ
、
境
目
の
目

印
と
し
て
、「
馬ま
じ
ょ背
峠
」「
黒
富
士
」「
阿

弥
陀
峰
」
な
ど
の
地
名
が
出
て
き
ま
す
。

八
百
年
近
く
前
か
ら
現
在
の
地
名
が
使

わ
れ
、
境
目
も
現
在
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

２
．
早
瀬
区
に
残
る
お
触ふ
れ
が
き書
。

一
七
九
四
年
の
も
の
に
は
博ば
く
ち打
の
禁
止

が
書
か
れ
て
お
り
、「
紋
付
」「
宝
引
き
」「
こ

ま
つ
け
」
な
ど
博
打
の
種
類
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
や
り
方
だ
っ
た
の
か

は
、
町
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
一
八
三
八
年
と
推
定
さ
れ
る
文

書
に
は
、
街
道
の
掃
除
を
す
る
よ
う
書
か

れ
て
い
ま
す
。
早
瀬
か
ら
は
鎌
や
鍬く
わ

な

ど
を
持
参
し
て
七
十
人
集
ま
る
よ
う
に
、

と
小
浜
藩
か
ら
庄
屋
に
宛
て
て
指
示
が

出
て
い
ま
す
。

３
．
弥
美
神
社
例
大
祭
に
つ
い
て
書

か
れ
た
文
書
。
二
百
年
ほ
ど
前
の
も
の

で
す
。
氏
子
の
村
々
の
庄
屋
の
連
名
で
、

神
事
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
確
認
し
た

よ
う
で
す
。
午
前
九
時
ご
ろ
に
役
員
が

集
合
す
る
こ
と
、「
幣
押
し
が
長
く
な
っ

た
ら
王
の
舞
や
獅
子
舞
は
勝
手
に
休
ん

野口区で見つかった明治～大正の
青年の同人誌「修養界」

で
よ
い
の
で
、
長
い
と
か
短
い
と
か
口
論

し
な
い
こ
と
」
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、

現
在
の
祭
の
様
子
と
比
較
し
て
み
る
と

興
味
深
い
古
文
書
で
す
。

４
．
久
々
子
の
絵
図
。
カ
ラ
ー
の
別

綴
じ
で
、
Ａ
２
判
の
大
き
な
も
の
で
す
。

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
大
地
震
で
湖

な
ど
が
隆
起
し
た
た
め
、
新
し
く
水
田
と

し
て
開
発
さ
れ
た
場
所
を
示
し
た
も
の

で
す
。
原
本
は
１
・
5
メ
ー
ト
ル
×
１
・
７

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
赤
・
青
・
緑
な
ど
カ

ラ
フ
ル
な
色
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
・
地
区
の
文

書
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
先
祖
が
関
わ
っ
た
出
来
事
が
な
い

だ
ろ
う
か
、
現
在
の
生
活
に
も
何
ら
か
の

形
で
名
残
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視

点
で
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
文
化
財
保
護･

町
誌
編
纂
室
）
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氏　名 住 所 年齢 届出人

笹　井　好　直 菅 浜 48歳 笹井　清志

石 原 ふ さ 金 山 86歳 石原　正一

田 中 　 　 佐 田 85歳 田中　滋樹

橋 　 太 郎 佐 田 88歳 橋　二三夫

長 谷 川 き く ゑ 河原市 88歳 長谷川　優

加 茂 繁 男 久々子 80歳 加茂　栄作

髙 城 　 芳 興道寺 94歳 髙城　　寛

◎ご誕生

◎おくやみ

氏　名 性別 父・母 住　所

山 本 姫
ひ

那
な

女 智　浩・真　理 佐　田

上 野 凌
り ょ う が

芽 男 禎　知・久　生 郷　市

桶 野 渡
と う き

貴 男 　誠　・明　子 菅　浜

田 辺 栞
か

乃
の

女 昌　弘・真　弓 佐　柿

川 口 稜
り ょ う ご

護 男 進　也・美由紀 麻　生

髙 橋 宙
そ

空
ら

男 　了　・佐　織 佐　田

氏　　　　　名（旧姓） 住　所

　仲　嶋　慶　継　＆（佐　橋）真由美　 河原市

志　賀　弘　樹　＆（中　川）麻　衣 日　向

◎ご結婚

まちびとまちびと

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字入れると
4つの2文字熟語が完成します。
　3つのクロスを解き、使った3つの漢字で美浜町の
土地･地区･場所の名称をつくってください。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大歓
迎！）を書いて、町企画課(4月からは企画政策課)
「 広 報 み は ま ハ － ト フ ル ク イ ズ 」 係 （ 〒
919‐1192 美浜町郷市25-25）まで送ってくださ
い。
　締切りは、4月10日(消印有効)です。正解者の中
から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●3月号の答え
　　カワライチ（河原市）
●当選者
　応募者総数は28人で全員正解でした。
　抽選の結果、次の方々が当選されました。
　　　　　沢　田　ツルエさん（竹　波）
　　　　　金　田　はるゑさん（山　上）
　　　　　中　嶌　さき子さん（興道寺）
　　　　　森　下　須美子さん（日　向）
　　　　　浅　妻　正　雄さん（大　薮）

迷 崎
殿

神
�

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯◯

壮 根
王

広

山 間
川

峡

草 子
始

野

十

＊受賞された感想は？
今回の作品は、1年以上前から狙っていて、撮影場所や構図な
ど苦労して撮影した写真だったので、賞をいただけてうれしく
思っています。
町の写真コンテストでは、過去に4回最優秀賞をいただいてい
ますが、1番の賞は何度もらってもやはりうれしいですね。
＊写真を撮り始めたきっかけは？
十数年前に知人の薦めでカメラを持ち、その後、写真展で美
しい写真に感銘を受けて、写真を勉強するようになりました。
現在は、町の風景や孫の写真を撮りながら楽しんでいます。
＊写真の魅力とは？
自分が感じた感動を写せるところでしょうか。また、写真の
見方が人によってそれぞれ異なるところにも魅力を感じます。
＊美浜町の風景について
美浜には海や山、湖など写真を撮りたくなるような美しい景
観がたくさんあります。これからも写真のままの美しい自然が
保たれるといいですね。

町の写真コンテストで最優秀賞
を受賞された

藤木裕也さん・和美さん(佐田)の長女

  美
み ゆ う

優ちゃん（3歳）
　歌とダンスとプリキュアが大
好きっ♪
　毎日、妹の咲彩と楽しく遊ん
でるよ！
　とっても世話やきのやさしい
お姉ちゃんです。

2/1～2/28 受付分
（敬称略）

慶弔慶弔

梅津  武博さん（菅浜）
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4月■くらしのカレンダー■

人口の動き

平成19年3月1日現在

※「広報みはま」は資源保護のため古紙100％の再生紙を使用しています。

人口総数
  11,237人
男 5,418人
女 5,819人

世帯数
3,735世帯

前月比
（＋25）
（＋15）
（＋10）

（＋  3）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、3月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●（ス）は、ガソリンスタンドの休日当番店です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1420
古紙

企
画
課

　

今
回
の
広
報
で
は
、町
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
の
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。ど

の
作
品
も
町
の
風
景
や
季
節
が
伝
わ
る
す

ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
一
瞬
の
時
を
写
し
た
だ
け
の
も

の
で
す
が
、そ
の
写
真
か
ら
伝
わ
る
思
い

出
は
永
遠
に
残
り
ま
す
。

　

普
段
、写
真
に
興
味
が
な
い
人
で
も
、何

か
の
記
念
日
や
大
切
な
日
、感
動
を
覚
え

た
時
に
は
、写
真
を
撮
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
仕
事
柄
、写
真
を
撮
る
こ
と
が
多

く
な
り
、い
つ
し
か
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

写
真
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。数

年
前
の
写
真
を
見
る
だ
け
で
も
、薄
れ
て

い
た
記
憶
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
、ま
る

で
昨
日
の
事
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

春
を
迎
え
、新
し
い
1
年
が
始
ま
り
ま

す
。い
つ
か
ま
た
今
度
の
春
に
感
じ
た
こ

と
を
思
い
出
せ
る
よ
う
、大
切
な
も
の
を

写
真
に
収
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
光
）

表
紙
の
写
真

3
月
7
日
の
山
口
町
長
の
初
登
庁
の
様

子
で
す
。

町
職
員
ら
の
出
迎
え
の
な
か
、山
口
町

長
が
役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
か
ら
登
庁

さ
れ
、3
期
目
の
山
口
町
政
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

最新の情報はケーブルテレビの
行政チャンネル(4ch)でご確認ください

15（日）
16（月）

14（土）

13（金）

12（木）

11（水）
10（火）
9（月）

8（日）

7（土）

6（金）
5（木）

4（水）
3（火）

28（土）

29（日）

30（月）

27（金）
26（木）
25（水）

24（火）

23（月）

22（日）

21（土）

20（金）

19（木）

18（水）

17（火）

古紙

   8:30～福井県知事選挙 期日前投票
(～20:00　3月23日～4月7日　町役場)

   8:30～福井県議会議員選挙 期日前投票
(～20:00　3月31日～4月7日　町役場) 

（ス）西浦石油(郷市:シェル)

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）

入園式(町内各保育園)

10:00～親子おはなし会(町立図書館)
(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

入学式(町内各小中学校)

  9:00～美浜･若狭両町長杯高校野球
(～8日　町民広場 野球場)

10:30～おはなしのじかん(町立図書館)

宇波西神社例祭(若狭町気山) 
  7:00～福井県知事･福井県議会議員選挙投票日

(町内各投票所) 
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

(～12:00 エコクル美方)
（ス）早瀬石油(郷市:ITOCHU)

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）

(北･南地区)

  9:00～消費生活相談(中央公民館)
13:30～折り紙を楽しむ会（町立図書館）
13:30～6～7か月児検診(はあとぴあ)

(河原市･南市･栄区)

10:00～三方五湖「山開き･湖上開き」
(～15日　レインボーライン山頂･レークセンター)
13:30～絵本を楽しむ会（町立図書館）

（ス）沢井石油(佐田:ENEOS)

1（日）

2（月）

古紙

古紙

古紙

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)
(東地区)

10:00～ひよこランド(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会（町立図書館）

10:00～こども図書館クラブ(町立図書館)
10:30～昔話おはなし会(町立図書館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

  9:00～春の総合検診(はあとぴあ)
（ス）若狭自動車ＳＣ(佐田:コスモ)

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:00～母親学級(はあとぴあ)

13:00～3歳児健診(はあとぴあ)

14:00～人形劇(町立図書館)

昭和の日
（ス）全店営業

振替休日
 8:30～可燃ごみ･生ごみ受入
(～16:00 エコクル美方：収集は通常どおり)


